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3.
自

己
評

価
手
法
の
活
用
の

進
展

 
 環

境
会

計
の

活
用

環
境

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
指

標
（
Ｅ

Ｐ
Ｉ）

の
活

用
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

･
ア

セ
ス

メ
ン

ト
手

法
の

活
用

○
企

業
の

事
業

活
動

に
お

け
る

環
境

保
全

の
た

め
の

費
用

と
そ

の
効

果
を

可
能

な
限

り
定

量
的

に
測

定
し

、
伝

達
す

る
手

法
○

経
営

管
理

上
の

分
析

手
段

（
内

部
機

能
）
と

有
力

な
情

報
提

供
手

段
（
外

部
機

能
）
の

二
つ

の
意

義

○
環

境
会

計
は

環
境

報
告

書
の

公
表

に
あ

た
っ

て
重

要
な

一
要

素

環
境

会
計

の
定

義
と

意
義

○
国

連
貿

易
開

発
会

議
（
Ｕ

Ｎ
Ｃ

Ｔ
Ａ

Ｄ
）

→
「
企

業
レ

ベ
ル

に
お

け
る

環
境

財
務

会
計

と
報

告
書

」
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

公
表

○
国

際
会

計
士

連
盟

（
ＩＦ

Ａ
Ｃ

）
→

作
業

部
会

レ
ベ

ル
で

環
境

会
計

の
あ

り
方

を
議

論
○

国
連

持
続

可
能

開
発

部
→

環
境

会
計

専
門

家
会

合
を

設
置

し
研

究
を

実
施

環
境

会
計

の
国

際
的

取
組

の
進

展

○
環

境
会

計
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
環

境
省

：
2
0
0
0
年

、
2
0
0
2
年

改
訂

）
の

発
行

を
発

端
と

し
て

取
組

が
拡

大
○

平
成

１
４

年
度

の
環

境
会

計
導

入
状

況
→

環
境

会
計

導
入

企
業

数
：
５

７
３

社
　

 導
入

検
討

企
業

数
：
４

６
１

社
　

 環
境

会
計

を
公

表
し

て
い

る
企

業
数

：
４

７
４

社
（
平

成
1
4
年

度
環

境
に

や
さ

し
い

企
業

行
動

調
査

）

環
境

会
計

の
国

内
取

組
の

進
展

○
環

境
へ

の
取

組
の

成
果

を
把

握
し

、
評

価
す

る
た

め
の

一
定

の
モ

ノ
サ

シ

○
企

業
の

環
境

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

環
境

報
告

書
で

公
表

す
る

際
の

基
礎

情
報

の
把

握
に

重
要

な
要

素
○

環
境

会
計

に
お

け
る

物
量

単
位

の
定

量
的

情
報

と
し

て
利

用Ｅ
Ｐ

Ｉの
定

義
と

意
義

○
ＩＳ

Ｏ
１

４
０

３
１

→
環

境
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

指
標

の
選

択
の

考
え

方
や

手
順

を
提

示
→

指
標

の
具

体
的

な
内

容
は

ほ
と

ん
ど

示
し

て
い

な
い

Ｅ
Ｐ

Ｉの
国

際
的

取
組

の
進

展

○
環

境
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

指
標

を
具

体
的

に
提

示
→

事
業

者
の

環
境

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
指

標
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
環

境
省

：
2
0
0
0
年

度
、

2
0
0
2
年

度
改

訂
）

○
平

成
１

４
年

度
の

環
境

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

把
握

状
況

→
重

要
な

環
境

負
荷

デ
ー

タ
は

す
べ

て
把

握
：
1
2
6
0
社

　
　

（
平

成
1
4
年

度
環

境
に

や
さ

し
い

企
業

行
動

調
査

）

Ｅ
Ｐ

Ｉの
国

内
取

組
の

進
展

環
境

配
慮

へ
の

取
組

の
効

率
化

や
環

境
報

告
書

の
情

報
内

容
の

充
実

な
ど

質
の

面
で

の
向

上
に

資
す

る

自
己

評
価

手
法

の
適

切
な

活
用

○
製

品
の

生
涯

（
原

料
採

取
か

ら
廃

棄
ま

で
）
を

通
じ

た
環

境
負

荷
を

把
握

、
評

価
す

る
手

法

○
よ

り
環

境
負

荷
の

少
な

い
設

計
を

行
う

環
境

配
慮

設
計

（
Ｄ

ｆＥ
）
を

実
施

す
る

際
の

重
要

な
要

素

Ｌ
Ｃ

Ａ
の

定
義

と
意

義

○
ＩＳ

Ｏ
１

４
０

４
０

－
４

３
→

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
手

法
に

つ
い

て
規

格
化

が
な

さ
れ

て
い

る

Ｌ
Ｃ

Ａ
の

国
際

的
取

組
の

進
展

○
Ｌ
Ｃ

Ａ
に

つ
い

て
は

手
法

の
調

査
研

究
段

階
○

平
成

１
４

年
度

の
Ｌ
Ｃ

Ａ
実

施
状

況
→

Ｌ
Ｃ

Ａ
を

実
施

、
結

果
公

表
：
１

６
６

社
　

 Ｌ
Ｃ

Ａ
を

実
施

、
結

果
非

公
表

：
２

４
６

社
　

 Ｌ
Ｃ

Ａ
の

実
施

を
検

討
中

：
２

７
８

社
　

　
（
平

成
1
4
年

度
環

境
に

や
さ

し
い

企
業

行
動

調
査

）

Ｌ
Ｃ

Ａ
の

国
内

取
組

の
進

展
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（
1）

環
境

会
計
の
導
入
の
進

展
 

 ①
 
環

境
会

計
の
概
要
・
特

徴
 

○
環
境
会
計
は
、
企
業
の

環
境
に
関
連
す
る
活
動
に
係
る
コ
ス
ト
（
財
務
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
）
や
そ
の
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
効
果
（
環

境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
を
可
能

な
限
り
体
系
的
に
認
識
、
測
定
、
伝
達
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

 
○
環
境
会
計
の
持
つ
二
つ
の
機
能
の
う
ち
主
に
外
部
機
能
に
着
目
し
、
企
業
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
外
部
公
表
）
に
活
用
す
る
場
合
と
、

内
部
機
能
に
着
目
し
、
経
営
管
理
（
内
部
活
用
）
に
活
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

 
○

外
部

公
表

の
た

め
の

環
境

会
計

は
、

自
社

の
環

境
問

題
へ

の
取

組
や

そ
の

効
果

を
よ

り
具

体
的

に
利

害
関

係
者

に
伝

え
る

こ
と

に
よ

り
、
利
害
関
係
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
る
。

 
○
内
部
活
用
の
た
め
の
環
境
会
計
は
、
具
体
的
な
環
境
保
全
活
動
の
費
用
対
効
果
等
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ス
ト
削
減
や
環
境
資

源
の
適
切
な
配
分
な
ど
の
内
部
管
理
に
活
用
さ
れ
る
。

 
   

●
内
部
機
能

 
環
境
情
報
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
、
環
境

保
全
コ
ス
ト
の
管
理
や
、
環
境
保
全
対
策
の

コ
ス
ト
対
効
果
の
分
析
を
可
能
に
し
、
適
切

な
経
営
判
断
を
通
じ
て
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
環
境
保
全
へ
の
取
組
を
促
す
機
能

 
 

→
経

営
管

理
ツ

ー
ル

と
し

て
の

役
割

●
外
部
機
能

 
環
境
保
全
へ
の
取
組
を
定
量
的
に
測
定
し
た

結
果
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
や

投
資
家
、
地
域
住
民
等
の
外
部
の
利
害
関
係
者

の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
、
そ
う
し
た
利
害

関
係
者
に
対
し
て
説
明
責
任
を
履
行
す
る
機

能
 

 
→
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割

 

 

環
境

保
全

 

効
果

 

環
境

保
全

 

コ
ス

ト
 

環
境

保
全

対
策

 

に
伴

う
 

経
済

効
果

 

環
境

 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
 

財
務

 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
 

環
境

会
計

 

環
境

保
全

の
た

め
の
コ

ス
ト
と

そ
の

活
動

に
よ

り
得

ら
れ

た
効

果
を

認
識
し

、
可
能

な
限

り
定

量
的

に
測

定
し
伝
達
す
る
仕

組
み
 

環
境
会
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（

20
02

年
版
）
の
枠
組
み

 
環
境
会
計
の
機
能
と
役
割
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財
務

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環

境
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

(
1
)
環

境
保

全
コ

ス
ト

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(
2
)
環

境
保

全
効

果

　
　

・
事

業
エ

リ
ア

内
コ

ス
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

事
業

活
動

に
投

入
す

る
資

源

　
　

・
上

・
下

流
コ

ス
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
投

入

　
　

・
管

理
活

動
コ

ス
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水

の
投

入

　
　

・
研

究
開

発
コ

ス
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各

種
資

源
の

投
入

　
等

　
　

・
社

会
活

動
コ

ス
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

事
業

活
動

か
ら

排
出

す
る

環
境

負
荷

　
　

・
環

境
損

傷
対

応
コ

ス
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
及

び
廃

棄
物

　
　

・
そ

の
他

コ
ス

ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大

気
へ

の
排

出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
 
 
水

域
、

土
壌

へ
の

排
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廃

棄
物

等
の

排
出

 
(
3
)
環

境
保

全
対

策
に

伴
う

経
済

効
果

　
　

　
　

　
　

 
 
 
・

事
業

活
動

か
ら

産
出

す
る

財
･
サ

ー
ビ

ス

　
　

・
実

質
的

効
果

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使

用
時

・
廃

棄
時

の
環

境
負

荷

 
 
 
 
 
 
　

収
益

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

輸
送

そ
の

他

　
　

　
　

費
用

節
減

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
輸

送
に

伴
う

環
境

負
荷

の
減

少

　
　

・
推

定
的

効
果

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 

環
境
会
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
す
コ
ス
ト
と
効
果
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②
 
環

境
会

計
を
巡
る
国
際

的
な
議
論
の

動
向

 

  
組
織
／
地
域
等

 
活
動
内
容
等

 
国

連
持

続
可

能
開

発
部

(U
N

D
SD

)に
お

け
る

研
究

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
 

19
99

年
に
設
置

 
• 

報
告
書
「
環
境
管
理
会
計

�
 
－
手
続
き
と
原
則
－
」

(2
00

0
年

11
月

) 
• 

報
告
書
「
環
境
管
理
会
計

�
 
－
政
策
と
リ
ン
ケ
ー
ジ
－
」

(2
00

0
年

11
月

) 
環
境
管
理
会
計
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(E
M

AN
) 

(E
M

AN
-E

U
) 

 
19

96
～

98
年
に

EC
が
環
境
管
理
会
計
の
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

(E
C

O
M

AC
) 

 
現
在
は

EM
AN

-E
U
に
活
動
が
引
き
継
が
れ
て
い
る

 
 (E

M
AN

-A
P)

 
 

20
01

年
に
環
ア
ジ
ア
太
平
洋

14
カ
国
（
日
本
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
）
の
参
加
に
よ
り
設
立

 
 

 
企
業
等
に
よ
る
環
境
管
理
会
計
手
法
の
導
入
・
活
用
の
促
進
、
持
続
可
能
な
開
発
の
推
進
へ

の
寄
与
を
目
的
と
す
る

 
EM

AR
IC

（
En

vi
ro

nm
en

ta
l M

an
ag

em
en

t 
Ac

co
un

tin
g 

R
es

ea
rc

h 
& 

In
fo

rm
at

io
n 

C
en

te
r）

 
 
世

界
各

国
の

環
境

会
計

に
関

す
る

情
報

を
共

有
す

る
た

め
の

ツ
ー

ル
で

あ
る

ウ
ェ

ブ
サ

イ

ト
を
運
営
（

20
02

年
4
月
）

 

国
際
会
計
士
連
盟

(IF
AC

) 
 

 
19

98
年

3
月
 
研
究
報
告
第

6
号
「
組
織
に
お
け
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 
－
環
境
管
理

の
役
割
－
」
を
発
行

 
ア
メ
リ
カ
環
境
保
護
庁

 
 

19
92

年
よ
り
環
境
会
計
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

 
ド
イ
ツ
環
境
保
護
庁

 
 

19
96

年
に
環
境
原
価
計
算
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行

 
 

国
際
的
な
取
組
み
状
況
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③
 
我

が
国

に
お
け
る
こ
れ

ま
で
の
取
組

 

   
環
境
省

 
「
環
境
会
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

20
02

年
版
」

(2
00

2
年

3
月

) 
経
済
産
業
省

 
「
環
境
管

理
会
計
手
法
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」

(2
00

2
年

6
月

) 
機
械
製
造
業
界

 
(社

)日
本
機
械
工
業
連
合

会
 

「
環
境
会
計
・
環
境
報
告

書
の
標
準
化
に
関
す
る
調

査
研
究
報
告
書
＜
機
械
工

業
関
連
企
業
に
お
け
る
環

境

会
計
・
環
境
報
告
書
指
針
＞
」

(2
00

1
年

7
月

) 
建
設
業
界

 
(社

)日
本
建
設
業
団
体
連

合
会
を
中
心
と
し
た
建
設

3
団
体

 
「

20
02

年
版
建
設
業
に
お
け
る
環
境
会
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

(2
00

2
年

11
月

) 
ガ
ス
業
界

 
(社

)日
本
ガ
ス
協
会

 
「
都
市
ガ

ス
事
業
に
お
け
る
環
境
会
計
導
入
の
手
引
き

(2
00

0
年
度
版

)」
 

ゴ
ム
業
界

 
日
本
ゴ
ム

工
業
会

 
「
環
境
会
計
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（

20
00

年
9
月
）

 
石
油
業
界

 
(財

)石
油
産
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー

(P
EC

) 
「
石
油
産
業
へ
の
環
境
会
計
導
入
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

(2
00

0
年

3
月

) 
食
品
製
造
業

 
(社

)食
品
需
給
研
究
セ
ン

タ
ー

 
「
食
品
製
造
業
の
た
め
の
環
境
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
テ
ッ
プ
・
ガ
イ
ド
」

(2
00

1
年

3
月

) 
鉄
道
業
界

 
(社

)日
本
民
営
鉄
道
協
会

 
「
民
鉄
事
業
環
境
会
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(2
00

3
年
版

)」
(2

00
3
年

5
月

) 
 

環
境
会
計
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 

出
典

：
環
境

省
 
環

境
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

20
02

年
版
 

に
加
筆
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3.
（

1）
 



 
－

 1
00

 －
 

④
 
環

境
会

計
へ
の
取
組
状

況
 

 

出
典

：
環
境

省
 
平
成

14
年
度
 

環
境
に
や
さ
し
い
企
業
行
動
調
査
結
果

 

環
境
会
計
の
導
入
状
況

 

環
境

会
計

導
入

企
業

数
の

推
移

5
7
3

4
9
1

3
5
6

1
9
.3

%
1
6
.9

%

1
3
.2

%

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

平
成

1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度

導 入 企 業 数

0
.0

%

5
.0

%

1
0
.0

%

1
5
.0

%

2
0
.0

%

2
5
.0

%

導 入 企 業 割 合 （ ％ ）

導
入

企
業

数
導

入
企

業
割

合
(%

)

環
境

会
計

の
導

入
状

況

5
7
3

4
9
1

3
5
6

4
6
1

5
8
0

6
6
0

1
5
21

1
4
51

1
3
85

2
4
6

2
4
8

2
1
5

0
5
0
0

1
0
00

1
5
00

2
0
00

2
5
00

3
0
00

平
成

1
4
年

度
(N

=
2
96

7
)

平
成

1
3
年

度
(N

=
2
89

8
)

平
成

1
2
年

度
(N

=
2
68

9
)

①
既

に
導

入
②

検
討

し
て

い
る

③
導

入
し

 て
い

な
い

④
知

ら
な

か
っ

た
⑤

関
心

が
な

い
⑥

そ
の

他
回

答
な

し

第
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3.
（

1）
 



 
－

 1
01

 －
 

⑤
 
環

境
会

計
の
効
果

 

 
 

出
典
：
環

境
省
 
平

成
14

年
度
 

環
境
に
や
さ
し
い
企
業
行
動
調
査
結
果

 

社
内
に
お
け
る

環
境
会
計
の
利
用
方
法
（
複
数
回
答
）
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1）
 



 
－

 1
02

 －
 

（
2）

環
境

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

指
標
の

発
展

 
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
は
、
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
（

EP
E）

に
お
い
て
、
関
連
デ
ー
タ
の
分
析
・
評
価
等
を
行
う
た
め
に
選

択
さ
れ
る
指
標
で
あ
る
。

 
   

IS
O

 1
40

31
（
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
：

EP
E）

は
、
組
織
の
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す
る
指
標
を
選
択
し
、
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
・

分
析
し
、
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
基
準
に
照
ら
し
て
そ
の
情
報
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
内
部
へ
の
報
告
や
外
部
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
し
、

さ
ら
に
、
プ
ロ
セ
ス
を
定
期
的
に
見
直
し
、
改
善
す
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
IS

O
 1

40
31

の
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
指
標
は
、

IS
O

 1
40

31
付
属
書

A
で
事
例
が

示
さ
れ
て
い
る
。

 
       

環
境

パ
フ

ォ
ー

マ
ン
ス
評

価
の

た
め
の
指

標
（

In
di

ca
to

rs
 fo

r E
PE

）
 

環
境

状
態

指
標
（

EC
I：

En
vi

ro
nm

en
ta

l c
on

di
tio

n 
in

di
ca

to
rs
）

 

環
境

パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス
指

標
（

EP
I：

En
vi

ro
nm

en
ta

l p
er

fo
rm

an
ce

 in
di

ca
to

rs
）

 

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
パ

フ
ォ
ー

マ
ン

ス
指
標
（

M
PI
：

M
an

ag
em

en
t p

er
fo

rm
an

ce
 in

di
ca

to
rs
）

 

操
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
（

O
PI
：

O
pe

ra
tio

na
l p

er
fo

rm
an

ce
 in

di
ca

to
rs
）

 

IS
O

の
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
の
概
要
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2）
 



 
－

 1
03

 －
 

  
  

 

■
材

料
 

 ・
製

品
単
位
当
た
り
の
使
用
材
料
の
量

 
・

処
理

済
材
料
、
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
又
は
再
使
用
材

料
の
量

 
・

水
の

使
用
量

 
・

再
使

用
し
た
水
の
量

 

■
エ

ネ
ル
ギ
ー

 
 ・

年
当

た
り

又
は
製
品
単
位
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

量
 

・
単

位
サ
ー
ビ
ス
又
は
単
位
顧
客
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量

 
・

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
種
類
及
び
そ
の
使
用
量

 

■
組

織
の
操

業
を
支
援
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

 
 ・

サ
ー

ビ
ス
提
供
の
契
約
者
が
使
用
す
る
有
害
物
質
の
量

 
・

サ
ー

ビ
ス
提
供
の
契
約
者
が
使
用
す
る
清
掃
剤
の
量

 
・

サ
ー

ビ
ス
提
供
の
契
約
者
が
排
出
す
る
廃
棄
物
の
種
類
及

び
量

 

■
施

設
及
び

装
置

 
 ・
容

易
に

解
体
、
リ

サ
イ

ク
ル
及

び
再
使

用
で

き
る

よ
う
設

計
さ

れ
た
部

品
を
含

む
装
置

の
数

 
・

特
定

装
置

の
年
間

操
業
時

間
 

・
製

造
の
た

め
の
使

用
さ
れ

る
土
地

の
総

面
積

 
・
単

位
エ

ネ
ル
ギ

ー
量
を

発
生
す

る
の
に

使
用

さ
れ

る
土
地

の
面

積
 

■
製
品

 
・
有
害
物
特
性
を
減
ら
し
て
市
場
に
導
入
し
た
製
品
の
数

 
・
再
使
用
又
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
で
き
る
製
品
の
数

 
・
製
品
の
、
再
使
用
又
は
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
の
含
有
百
分
率

 
・
欠
陥
製
品
率

 

■
組
織
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス

 
・

1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
に
使
わ
れ
る
清
掃
剤
の
数
（
清

掃
サ
ー
ビ
ス
組
織
用
）

 
・
燃
料
消
費
量
（
サ
ー
ビ
ス
が
輸
送
を
伴
う
組
織
用
）

 
 ■

廃
棄
物

 
・
年
当
た
り
又
は
製
品
当
た
り
の
廃
棄
物
の
量

 
・
年
間
の
、
有
害
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
又
は
再
使
用
可
能
な

廃
棄
物
の
量

 
・
処
分
に
回
さ
れ
る
廃
棄
物
の
総
量

 

■
排
出
物

 
・
年
間
の
特
定
排
出
物
の
量

 
・
単
位
製
品
当
た
り
の
、
特
定
排
出
物
の
量

 
・
大
気
に
放
出
さ
れ
る
廃
熱
の
量

 

■
供

給
と
引
渡
し

 
 ・

車
両

輸
送
の
平
均
燃
料
消
費
量
 

 
 
 
 
・
一
日

当
た

り
の
、

輸
送
方

式
ご

と
の

貨
物

便
数
 
 
 
 
 
・
汚

染
抑

制
技

術
を

施
し
た
車
両
の
台
数

 
・

輸
送

方
式
ご
と
の
業
務
出
張
回
数
 
 
 
 
・
他

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
手

段
に

よ
っ

て
、
節

減
さ
れ

た
業
務

出
張

回
数

 

イ
ン
プ
ッ
ト

 
ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 

事
業
活
動

 

IS
O

 1
40

31
附
属
書

A
に
示
さ
れ
る
操
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
（

O
PI
）
の
例

 

IS
O

 1
40

31
附
属
書

A
を
基
に
作
成
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3.
（

2）
 



 
－

 1
04

 －
 

 
 

「
事
業
者
の
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
－

20
02

年
度
版
－
」（

環
境
省
）
は
、「

事
業
者
の
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
－

20
00

年

度
版
－
」
公
表
後
の
社
会
の
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
の
望
ま
し
い
あ
り
方
や
共
通
の
枠
組
み
を
示
す
と
と
も
に
、
環
境
へ

の
取
組
上
重
要
で
、
且
つ
実
際
に
事
業
者
が
活
用
し
う
る
指
標
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
こ
れ
は
、

9
つ
の
コ
ア
指
標
か
ら
構
成
さ
れ
る
コ
ア
セ
ッ
ト
と
、
コ
ア
セ
ッ
ト
を
質
的
に
補
完
す
る
サ
ブ
指
標
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 

出
典
：
環

境
省
 

事
業

者
の

環
境

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
指

標
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
20

02
年

度
版

 

マ
テ
リ
ア
ル
バ

ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
、
コ
ア
セ
ッ
ト
と
サ
ブ
指
標
の
関
係
（
例
）

 

コ
ア

指
標

（量
的

情
報

）
サ

ブ
指

標
（質

的
情

報
）

コ
ア

指
標

（量
的

情
報

）
サ

ブ
指

標
（質

的
情

報
）

①
総

エ
ネ

ル
ギ

ー
投

入
量

投
入

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

内
訳

④
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

京
都

議
定

書
対

象
６

物
質

の
排

出
量

（
ジ

ュ
ー

ル
）

・
購

入
電

力
（
ト

ン
－

Ｃ
Ｏ

２
）

・
C

O
2
、

C
H

4
、

N
2
O

、
H

F
C

、
P

F
C

、
S
F

6

・
化

石
燃

料
排

出
活

動
の

内
訳

・
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
そ

の
他

⑤
化

学
物

質
排

出
量

・
P

R
T
R

対
象

物
質

排
出

量
・
移

動
量

移
動

量
そ

の
他

管
理

対
象

物
質

排
出

量
（
ト

ン
）

②
総

物
質

投
入

量
指

標
の

例
（
ト

ン
）

資
源

の
種

類
⑥

総
製

品
生

産
量

又
は

重
量

以
外

の
単

位
に

よ
る

生
産

量
又

は
販

売
量

・
金

属
総

製
品

販
売

量
環

境
負

荷
低

減
に

資
す

る
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
（
ト

ン
）

生
産

量
又

は
販

売
量

・
ゴ

ム
、

等
環

境
ラ

ベ
ル

認
定

等
製

品
の

生
産

量
又

は
販

売
量

容
器

包
装

使
用

量

投
入

時
の

状
態

・
部

品
・
半

製
品

・
製

品
・
商

品

・
原

材
料

⑦
廃

棄
物

等
総

排
出

量
廃

棄
物

等
の

処
理

方
法

の
内

訳
・
補

助
材

（
ト

ン
）

・
再

使
用

・
容

器
包

装
材

・
再

生
利

用
・
熱

回
収

そ
の

他
指

標
・
単

純
焼

却
・
循

環
資

源
・
最

終
処

分
・
枯

渇
性

天
然

資
源

⑧
廃

棄
物

最
終

処
分

量
・
そ

の
他

・
更

新
性

天
然

資
源

廃
棄

物
等

の
種

類
の

内
訳

・
化

学
物

質
（
ト

ン
）

・
有

価
物

・
グ

リ
ー

ン
調

達
・
一

般
廃

棄
物

・
産

業
廃

棄
物

・
う

ち
特

別
管

理
産

業
廃

棄
物

③
水

資
源

投
入

量
水

源
の

内
訳

（
ｍ

３
）

・
上

水
・
工

業
用

水
⑨

総
排

水
量

排
水

先
の

内
訳

・
地

下
水

（
ｍ

３
）

・
公

共
用

水
域

・
海

水
、

河
川

水
・
下

水
道

・
雨

水
水

質
・
Ｂ

Ｏ
Ｄ

、
Ｃ

Ｏ
Ｄ

�� �� ��

� � � � �

�� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

� � � � � � � � � � � � � � � �

�� �� �� �� ��

� � � � � � �

�� �� �� �� ��

　
イ

ン
プ

ッ
ト

　
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

 事 　 業 　 活  動

我
が
国
に
お
け
る
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
の
概
要
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－

 1
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 －
 

（
3）

ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
・
ア

セ
ス
メ

ン
ト

手
法

の
発

展
 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
、

LC
A）

は
、
原
料
の
採
掘
か
ら
製
造
、
輸
送
、
使
用
、
廃
棄
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
を
通
じ
て
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
環
境
に
与
え
る
負
荷
を
定
量
的
に
評
価
す
る
手
法

で
あ
る
。

 
   

■
用
途
及
び
概
念

 
①
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
負
荷
を
低

減
す
る
取
り
組
み
の
方
向
性
を
決
め
る
手
段
と
し
て
の
活
用

 
・

LC
A
実
施
結
果
か
ら
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
最
も
環
境
負
荷
を
多
く
排
出
す
る
段
階
を
調

べ
、
そ
の
段
階
の
環
境
負
荷
低
減
に
重
点
的
に
取
り
組
む

 
・
異
な
る
素
材
や
部
品
、
方
式
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
適
用
し
た
場
合
の

LC
A
結
果
を

比
較
し
、
最
も
環
境
負
荷
の
低
い
組
合
せ
を
選
択
す
る

 
②
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
調
和
性
を
社
会
に
伝
え
る
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
活
用

 
・
新
製
品
と
旧
製
品
の
環
境
負
荷
低
減
の
成
果
の
表
明

 
・
環
境
ラ
ベ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
環
境
性
能
の
伝
達
手
法

 
  

LC
A
の
概
念

 

LC
A
の
概
要

 

出
典
：

(社
)日

本
機
械
工
業
連
合
会
編

 
 
 
 
 
「
企
業
の
た
め
の

LC
A
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
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－
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 －
 

 
  

 
日
本
電
気
株
式
会
社
は
、

LC
A
を
用
い
て
、
次
の
こ
と
を
示
し
た
。

 
・
携
帯
電
話
や
一
体
型
パ

ソ
コ
ン
の
場
合
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の

C
O

2
排
出
量
の
大
半
を
購
入
部
品
の
製
造
段
階
か
ら
の

C
O

2
排
出

量
が
占
め
て
お
り
、
こ
の
段
階
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
が

C
O

2
排
出
量
削
減
の
効
率
的
な
取
組
で
あ
る
。

 
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
や
交
換
機
の
場
合
は
、
使
用
段
階
（
待
機
時
も
含
む
）
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
効
率
的
な
取
組
で
あ
る
と
い

え
る
。

 

LC
A
の
導
入

事
例

 

LC
A
で
評
価
し
た
製
品
の
地
球
温
暖
化
へ
の
影
響
（
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る

C
O

2
排
出
量
）

 

出
典
：
日
本
電
気
株
式
会
社

 
「
環
境
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ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト

20
01

」
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株
式
会
社
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ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
は
、

LC
A
を
用
い
て
、
次
の
こ
と
を
示
し
た
。

 
・
「
プ

リ
ウ
ス

」
は

製
造

段
階
の

環
境
負

荷
排

出
は

従
来
の

ガ
ソ
リ

ン
自

動
車

を
上

回
っ
て
い

る
も

の
の

、
ラ
イ

フ
サ
イ

ク
ル

全
体

で
は
、
逆

転
し
て
い
る
。

 
・「

プ
リ
ウ
ス
」
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の

C
O

2
排
出
量
は
、
走
行
距
離
が

20
,0

00
km

を
超
え
る
と
従
来
の
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
よ
り
低
く

な
る
。

 
 

 

 

出
典
：
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
 

Pr
iu
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G
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en

 R
ep

or
t 

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
の
事
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